
６
月
５
日
（
水
）
世
界
環
境
デ
ー
に

合
わ
せ
て
、
清
掃
業
務
に
関
わ
る
関
東

支
部
・
鉄
道
東
京
地
本
（
環
境
ア
ク
セ

ス
分
会
）
・
事
業
団
高
齢
者
部
会
は
赤

羽
駅
前
で
労
働
実
態
の
紹
介
や
組
合
加

盟
を
呼
び
か
け
る
宣
伝
行
動
を
開
催
し

各
組
織
の
代
表
が
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

◆
関
東
支
部
船
橋
副
委
員
長

「
私
た
ち
は
２
３
区
の
下
請
で
ゴ
ミ
収

集
・
運
搬
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
清

掃
業
務
が
都
か
ら
各
区
に
移
管
さ
れ
、

作
業
員
の
民
間
移
行
が
進
み
、
区
に
よ
っ

て
は
６
～
７
割
が
民
間
に
丸
投
げ
さ
れ

て
い
ま
す
。
仕
事
量
・
労
働
時
間
が
増

え
、
正
規
社
員
は
減
り
、
夏
場
の
暑
い

時
に
休
憩
時
間
も
少
な
く
、
長
時
間
労

働
で
年
収
３
０
０
万
円
に
満
た
な
い
労

働
者
も
い
ま
す
。
人
手
不
足
が
進
み
、

収
集
作
業
員
の
若
年
層
の
定
着
率
が
低

く
深
刻
で
す
。
２
５
春
闘
で
は
大
手
を

中
心
に
賃
上
げ
５
・
５
８
％
と
２
年
連

続
の
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
が
、
清
掃

業
界
の
賃
金
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

労
働
組
合
運
動
で
、
賃
金
・
労
働
条
件

を
改
善
し
、
中
小
企
業
と
の
「
共
存
・

共
闘
」
を
か
か
げ
大
企
業
の
下
請
け
い

じ
め
や
単
価
た
た
き
を
な
く
す
共
同
の

運
動
を
ぜ
ひ
一
緒
に
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
」

◆
全
国
鉄
道
東
日
本
本
部
三
浦
執
行
委

員
長
「
私
た
ち
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
働

く
清
掃
会
社
、
東
日
本
環
境
ア
ク
セ
ス

に
勤
め
る
仲
間
で
す
。
駅
の
ホ
ー
ム
、

通
路
、
ト
イ
レ
、
ゴ
ミ
集
約
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
清
掃
な
ど
駅
の
衛
生
環
境
を
保
持

し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
を
中
心
に
全
体

で
約
３
０
０
０
名
の
従
業
員
の
う
ち
約

２
０
０
０
名
が
非
正
規
の
パ
ー
ト
や
契

約
社
員
で
す
。
今
年
５
月
３
０
日
の
新

聞
報
道
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
内
の
関
連

会
社
Ｊ
Ｒ
東
日
本
企
画
が
２
０
２
２
年

・
２
３
年
度
に
発
注
し
た
『
災
害
時
に

備
え
た
燃
料
備
蓄
の
推
進
に
関
す
る
補

助
事
業
』
で
、
従
事
し
て
い
た
人
数
を

本
来
３
人
の
と
こ
ろ
６
５
人
に
水
増
し
、

不
正
請
求
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
総
資
産

１
０
兆
円
を
超
え
る
巨
大
企
業
で
あ
り
、

社
会
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。
」

◆
鉄
道
東
京
地
本
井
上
執
行
委
員
長

「
東
日
本
環
境
ア
ク
セ
ス
は
、
正
社
員

に
は
定
期
昇
給
、
家
族
手
当
、
住
宅
手

当
、
退
職
金
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
ー
ト

や
契
約
社
員
に
は
、
同
じ
よ
う
に
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ら
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
、

私
た
ち
は
『
ト
イ
レ
清
掃
手
当
て
に
差

が
あ
る
こ
と
は
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

観
点
か
ら
お
か
し
い
』
と
し
て
、
支
給

額
を
同
じ
に
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
会
社
は
そ

れ
を
逆
手
に
取
り
、
手
当
そ
の
も
の
を

廃
止
し
ま
し
た
。
そ
の
後
大
き
な
改
善

は
無
く
、
引
き
続
き
交
渉
が
必
要
で
す
。

昨
年
１
２
月
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
日
本
被
団
協
の
田
中
重
光
さ
ん

は
私
た
ち
の
組
合
の
Ｏ
Ｂ
で
す
。
是
非
、

若
い
世
代
の
み
な
さ
ん
に
平
和
運

動
や
労
働
運
動
に
参
加
い
た
だ
い

て
、
暮
ら
し
や
す
く
住
み
や
す
く
、

戦
争
や
紛
争
、
貧
困
と
飢
餓
が
な

く
な
る
よ
う
な
地
球
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
」

◆
鉄
道
東
京
地
本
竹
村
執
行
委
員

「
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ

、
新
会
社
へ
の
採

用
・
不
採
用
の
攻
撃
の
中
、
生
活
環
境

や
労
働
環
境
が
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
破

壊
さ
れ
な
が
ら
も
、
多
く
の
仲
間
た
ち

は
国
家
的
不
当
労
働
行
為
に
屈
す
る
こ

と
な
く
、
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
新
し
く
発
足
し
た
東
日
本
環
境
ア

ク
セ
ス
の
中
に
新
た
な
労
働
組
合
を
結

成
し
ま
し
た
。
組
合
結
成
前
は
、
現
場

長
の
鶴
の
一
声
で
労
働
者
の
解
雇
が
ま

か
り
通
る
劣
悪
な
職
場
環
境
で
し
た
が
、

労
働
組
合
の
結
成
に
よ
り
職
場
に
労
働

者
の
自
覚
と
権
利
意
識
が
芽
生
え
、
安

心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
意
欲
と

行
動
力
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

是
非
一
緒
に
職
場
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
」

◆
東
部
支
部
畠
中
書
記
長

「
私
た
ち
は
、
東
京
都
内
の
都
立
公
園

・
区
立
公
園
・
道
路
の
清
掃
を
行
う
お

お
む
ね
６
０
歳
以
上
の
高
齢
者
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
公
園
や
道
路
を
気
持

ち
よ
く
利
用
出
来
る
よ
う
誇
り
を
持
っ

て
働
い
て
い
ま
す
。
仕
事
の
多
く
は
公

共
事
業
の
た
め
、
競
争
入
札
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
受
注
の
不
安
を

抱
え
な
が
ら
一
生
懸
命
働
い
て
い
ま
す
。

体
の
動
き
も
鈍
く
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
の
仕
事
確
保

の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
東
京

都
や
市
区
町
村
な
ど
自
治
体
に
対
し
安

定
し
た
仕
事
を
発
注
す
る
よ
う
は
た
ら

き
か
け
も
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
奮

闘
し
ま
す
。
」
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６
月
５
日
世
界
環
境
デ
ー
宣
伝
行
動

鉄
道
東
京
・
関
東
支
部
・
高
齢
者
部
会



東
京
都
本
部
は
労
働
局
に
対

し
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
の
課
題
に

つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。
労
働

局
の
回
答
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
改
正
さ
れ
た
自
動
車
運
転

者
の
「
改
善
基
準
告
示
」
に
つ

い
て
、
Ｉ
Ｌ
０
第
１
５
３
号
条

約
や
同
第
１
６
１
号
勧
告
「
過

労
死
認
定
基
準
」
な
ど
と
の
関

連
や
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

付
帯
決
議
と
の
関
係
で
、
過
労
死
等

防
止
に
向
け
た
再
検
討
を
直
ち
に
お

こ
な
う
こ
と
。
ま
た
、
運
用
状
況
の

た
め
の
実
態
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
。

Ａ
：
当
局
の
所
掌
を
超
え
る
内
容
の

た
め
厚
労
省
に
要
請
が
あ
っ
た
こ
と

を
伝
え
ま
す
。

２
．
働
き
方
改
革
関
連
法
に
お
け
る

自
動
車
運
転
業
務
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
に
つ
い
て
、
一
般
則
と
同

様
の
７
２
０
時
間
以
内
と
す
る
よ
う

議
論
を
開
始
さ
れ
る
こ
と
。

Ａ
：
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ

い
て
は
当
局
の
所
掌
を
超
え
る
内
容

の
た
め
厚
労
省
に
要
請
が
あ
っ
た
こ

と
を
伝
え
ま
す
。

３
．
ト
ラ
ッ
ク
の
産
業
別
最
低
賃
金

（
特
定
最
賃
）
に
つ
い
て
、
全
国
一

律
の
産
業
別
最
低
賃
金
制
度
と
し
て

確
立
す
る
た
め
の
法
的
整
備
を
お
こ

な
う
こ
と
。

Ａ
：
当
局
の
事
務
局
が
応
え
ら
れ
る

こ
と
で
は
な
い
が
本
省
に
要
請
が
あ
っ

た
こ
と
は
伝
え
ま
す
。

４
．
各
事
業
者
が
法
令
遵
守
に
よ
る

安
全
運
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
監

査
体
制
を
強
化
さ
れ
る
こ
と
。
そ
の

た
め
の
人
員
を
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
労
働
基
準
監
督
機
関
と
地
方

運
輸
機
関
と
の
相
互
通
報
制
度
の
情

報
開
示
及
び
通
報
事
案
の
拡
充
等
、

制
度
活
用
を
強
化
さ
れ
る
こ
と
。

Ａ
：
国
家
公
務
員
削
減
の
国
の
方
針

に
よ
り
、
労
基
署
も
人
員
削
減
が
さ

れ
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
厚

労
省
に
対
し
増
員
を
要
請
し
て
き
た
。

引
き
続
き
要
請
し
て
い
き
た
い
。
地

方
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
当

局
の
所
掌
を
超
え
る
内
容
の
た
め
要

請
が
あ
っ
た
こ
と
を
本
省
に
伝
え
ま

す
。

５
．
一
ヶ
月
単
位
変
形
労
働
時
間
制

（
法
３
２
条
の
２
）
に
お
い
て
変
形

期
間
中
に
特
定
し
た
労
働
時
間
を
変

更
し
、
期
間
終
了
後
に
労
働
時
間
を

特
定
す
る
制
度
は
法
に
反
す
る
こ
と

を
明
確
に
し
、
周
知
す
る
こ
と
。

Ａ
：
使
用
者
が
任
意
に
労
働
時
間
を

変
更
す
る
こ
と
は
違
法
で
す
。
週
４

０
時
間
を
超
え
る
場
合
は
時
間
外
労

働
と
な
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
周
知

し
て
い
る
。
要
請
の
趣
旨
は
本
省
に

伝
え
ま
す
。

６
．
一
ヶ
月
単
位
変
形
労
働
時
間
制

に
お
い
て
変
形
期
間
前
に
特
定
さ
れ

た
労
働
時
間
を
使
用
者
が
任
意
に
変

更
す
る
よ
う
な
制
度
は
許
さ
れ
な
い

と
す
る
が
そ
の
使
用
者
の
任
意
の
程

度
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

Ａ
：
任
意
の
程
度
の
基
準
は
労
働
局

で
定
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
業
務
の

実
態
な
ど
か
ら
就
業
規
則
で
事
前
に

定
め
る
必
要
が
あ
る
。
回
答
は
難
し

い
が
、
使
用
者
の
都
合
で
あ
ら
か
じ

め
残
業
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
変

形
労
働
が
あ
た
か
も
所
定
労
働
時
間

か
の
よ
う
な
運
用
が
さ
れ
て
い
る
実

態
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
厚
労
省
に
伝

え
ま
す
。

７
．
就
業
規
則
上
制
服
で
の
勤
務
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
の
労

働
時
間
に
な
る
場
合
と
な
ら
な
い
場

合
と
の
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

Ａ
：
当
局
で
基
準
は
明
確
に
出
来
な

い
が
、
事
業
場
内
に
お
い
て
の
着
替

え
は
労
働
時
間
と
な
る
な
ど
一
律
で

は
な
い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
個

別
の
案
件
は
そ
れ
ぞ
れ
判
断
し
ま
す
。

要
請
の
趣
旨
を
本
省
に
伝
え
ま
す
。

東
京
建
設
・
関
連
部
会
は
、

建
築
設
計
支
部
の
仲
間
の
発
案

で
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
「
防

災
地
下
神
殿
（
首
都
圏
外
郭
放

水
路
）
見
学
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
５
月
３
１
日
（
土
）

の
当
日
、
雨
模
様
で
開
催
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
非
組
合
員

の
方
も
含
め
１
４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
首
都
圏
外
郭
放
水
路

は
、
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
建
設

さ
れ
た
世
界
最
大
級
の
地
下
放

水
路
で
す
。
中
川
、
倉
松
川
、

大
落
古
利
根
川
、
１
８
号
水
路
、

幸
松
川
と
い
っ
た
中
小
河
川
の

洪
水
の
一
部
を
江
戸
川
へ
と
流

す
こ
と
が
目
的
の
施
設
で
す
。
こ
の

度
見
学
し
た
埼
玉
県
春
日
部
市
の
防

災
地
下
神
殿
は
「
調
圧
水
槽
」
に
該

当
し
ま
す
。
約
１
０
０
段
の
階
段
を

お
り
る
と
「
一
度
見
て
み
た
か
っ
た
」

と
い
う
参
加
者
の
期
待
通
り
「
神
殿
」

の
名
に
相
応
し
い
迫
力
で
し
た
。
見

学
会
後
、
大
宮
駅
前
で
昼
食
を
と
り

な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。
楽
し
い
組

合
活
動
を
目
指
し
て
、
ま
た
新
し
い

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
東
京
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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■７月 ５日（土）１４時～建交労東

京学校第４回／神田支部会議室

■７月２０日（日）１０時～全国青年

部反核平和キャンペーン学習会／中央

本部６階会議室（高田馬場駅から徒歩）

■７月２８日（月）１５時東京都交渉

集合１４時２０分第一庁舎１階ロビー

／交渉場所 都庁第二庁舎二庁ホール

■８月 ７日（木)～９日（土）原水

禁世界大会in長崎

組合掲示板

５
月
２
４
日
（
土
）
、
神
田
支
部
会

議
室
で
、
東
京
学
校
第
２
回
講
座
が
リ

モ
ー
ト
併
用
で
行
わ
れ
、
ブ
レ
イ
ス
東

京
社
会
保
険
労
務
士
法
人
の
北
村
博
昭
、

特
定
社
会
保
険
労
務
士
さ
ん
に
よ
る
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
講
義
を
た
っ

ぷ
り
３
時
間
に
渡
っ
て
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
北
村
さ
ん
は
、
「
労
働
組

合
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
も
含
め

て
、
経
営
者
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
波

堤
に
な
る
こ
と
や
、
指
導
す
る
時
の
適

切
な
方
法
、
起
き
て
し
ま
っ
た
時
、
組

織
と
し
て
労
働
組
合
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
か
」
と
い
う
問
題
提
起
を
行
い
、

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
は
、
重
要
な
労

働
条
件
で
あ
り
、
労
働
条
件
の
改
善
は
、

労
働
組
合
の
目
的
そ
の
も
の
で
あ
る
労

働
組
合
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
取
り

組
む
こ
と
は
、
労
働
組
合
内
の
統
一
と

団
結
を
高
め
、
職
場
の
中
で
民
主
的
で

フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
を
作
り
、
ひ
い
て
は
、

差
別
や
嫌
が
ら
せ
の
な
い
業
界
・
社
会

の
実
現
の
た
め
に
必
要
。
」
と
そ
の
意

義
を
述
べ
ま
し
た
。
講
義
は
、
様
々
な

角
度
か
ら
な
さ
れ
、
休
憩
時
間
中
に
も
、

参
加
者
か
ら
「
こ
う
い
う
の
は
、
セ
ク

ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
ら
な
い
の
か
？
」

等
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自

分
の
行
為
が
誰
か
に
悪
影
響
を
与
え
た

の
で
は
な
い
か
？
と
反
省
す
る
機
会
に

も
な
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
実
践
的
な
講
座
に

な
り
ま
し
た
。

【
中
部
一
般
支
部

廣
川

陽
子
】

第
４
回
７
月
５
日
（
土
）
１
４
時
「
全

国
一
律
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以
上
め

ざ
せ
１
７
０
０
円
の
た
た
か
い
公
契
約

条
例
・
特
定
（
産
業
別
）
最
賃
確
立
の

意
義
と
重
要
性
」
講
師
：
屋
代
眞
さ
ん


